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３．四日市港の将来方向 

 
３－１．これからの四日市港に対する要請 
 
これまで述べてきた四日市港を取り巻く情勢変化や四日市港の強みと弱み、さらには四日市港が

抱える課題などから、これからの四日市港に対する要請として、下記の 17 項目が挙げられます。 
これからの四日市港には、これら 17項目の要請に適切に対応していくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

四日市港を 

取り巻く情勢変化

四日市港の 

強みと弱み 

みなとの安全・安心が 

充分確保されていない 

みなとが住民から 

遠い存在である 

環境の改善や利活用が

充分でない 

多様な主体との連携が

充分でない 

四日市港の抱える課題 

①伊勢湾におけるスーパー中枢港湾としての

機能維持、向上 

②企業ニーズに対応した港湾機能の向上 

③バルク貨物への対応と機能の充実 

④アジア域内物流への対応 

⑤背後圏産業の維持活性化への支援 

⑥親しまれる港づくりの推進 

⑦港湾景観の活用、向上 

⑧港湾環境改善への取り組み 

⑨グリーン物流の推進 

⑩自然海浜・干潟の保全 

⑪循環型社会構築への貢献 

⑫保安対策の推進 

⑬防災対策の推進 

⑭港内航行安全の確保 

⑮老朽化対策の推進 

⑯連携と協働による港づくりの推進 

⑰多様な主体による港づくりの推進 

これからの四日市港に対する要請 

背後圏企業の 

物流ニーズに充分対応

出来ていない 
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３－２．四日市港の将来方向 
 
３－１により導き出された 17 項目の要請は、大きく「産業・物流への貢献」、「都市・住民への

貢献」、「環境への貢献」という３つの方向に区分されます。 
さらに、これら３つの方向で四日市港の将来を考える際には、「多様な主体との連携」や「今後の

要請に合致した港湾計画の作成」というソフト面の対応についても、十分踏まえることが重要であ

ると考えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3.1 四日市港の将来像を考える方向 

 
 
 
 
 




